
 1 

統合 1 細胞解析のための革新的技術基盤 

2016 年度採択研究代表者 

 

二階堂愛 

 

 

理化学研究所生命機能科学研究センター 

チームリーダー 

 

 

臓器・組織内未知細胞の命運・機能の 1 細胞オミクス同時計測 

  

2020 年度 

年次報告書 



 2 

§１．研究成果の概要 

  

  本課題は、臓器・組織は、そこに含まれる幹細胞の増殖や死、分化により、細胞が置き換わり、

機能が維持される。しかし、臓器によっては、幹細胞の発見や機能解析が進んでいない。そこで、

臓器・組織の細胞へ 1 細胞ずつ異なる目印をつけて、その命運を追跡しつつ、同時に細胞機能を

計測する技術を開発する。これにより様々な臓器から未知幹細胞を同定し、その機能を知ることで、

健康な臓器を誰もが維持できる社会を目指す。 

本年度は、幹細胞の 1 細胞レベルの長期追跡を可能とするため、(1) 1 細胞オミクス法開発、(2)1

細胞長期追跡法の開発を、昨年度に続き実施した。また、上野グループと二階堂グループの連携

でオルガノイドの 1 細胞 RNA-seq の実施や他グループとの技術応用を進めた(3)。 

  (1)については、Human Cell Atlas での 1 細胞 RNA-seq 法のベンチマーク研究が出版となった。

その結果、Quartz-Seq2 は総合スコアで世界最高精度であることが認められた。 

  (2)については、昨年度までに完成した細胞を長期に標識する方法の開発を特定の組織で誘導

できることを確認した。手法ごとにマウス化、ES 細胞樹立など計画通りの段階に進んでいる。 

  (3)については、上野 G で作製したオルガノイドを二階堂 G が 1 細胞 RNA-seq したデータを論

文にまとめ投稿中である。また二階堂 G が開発した 1 細胞オミクス技術を応用し、ヒト iPS 由来脳オ

ルガノイドによる精神疾患の機序解明や幹細胞・免疫細胞ゆらぎの機序解明などの論文を出版し

た。 

 

 

§２．研究実施体制 

 

（１）二階堂グループ 

① 研究代表者：二階堂 愛 （理化学研究所生命機能科学研究センター チームリーダー） 

② 研究項目 

・1 細胞の長期追跡とマルチオミクス計測法の開発 

 

（2）上野グループ 

① 主たる共同研究者：上野 博夫 （国立循環器病研究センター 客員研究員） 

② 研究項目 

・超多色蛍光コーディング法開発 
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